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53年 

町 の 人 口 

人 ロ 9,398人 （増1) 

4,486人 （ 0) 

4,912人 （増1) 

世帯数 2,945世帯（ 0) 

男
 
女
 

出生 17人 転入 44人 

死亡 4人 転出 56人 

(53年6月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

(7 月21日プール開きの子供たち・市場小学校で） 

シーズンを迎え飛び散る水しぶき．ク 
一連日、子供たちのかん声が・・・楽しい力ッパ天国一 

夏も最盛期に入り、子供たちも今は楽しい夏休み プールでは水に舞う子供たちのわ 

き上がるかん声でーぱいです。各学校では子供たちの健康増進と心身の健全な発達をはか 

ろうと、すでに7月21日（夏休み）よりプ＝ル開きを行ない、連日、かん声でプールの中 

は楽しいカッパ天国一。しかし、夏休みも後半になると子供たちも水になれ、水の恐し 

さを忘れがちになってきます。毎年必ずといって良いほど水死した子供の悲しいニュース 

が伝えられています。お子さんをお持ちの家庭では十分な指導をして下さい。 

) 



一
 

(3） 第187号 昭和53年8月1日 け し、 か あ
 

口
区
 

幸
十
 広

 
第187号 

六
月
定
例
町
議
会
カ
ら
9
議
案
を
可
決
一
 

町税条例の一部改正 町印鑑条例の制定など 

六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
三
十
日
 

（
金
）
の
一
日
間
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
 

正
予
算
案
な
ど
九
議
案
を
可
決
し
ま
し
 

た。 
議
会
に
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の
 

と
お
り
 

▼
専
決
処
分
の
承
認
 

ー 

昭
和
五
十
二
年
度
の
決
算
調
整
に
あ
 

た
り
五
千
万
円
の
繰
上
充
用
金
の
専
決
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

o
補
正
額
（
四
億
ニ
百
五
十
万
五
千
円
）
 

o
予
算
総
額
（
四
十
億
九
千
二
百
十
八
 

万
三
千
円
）
 

※
ボ
タ
山
防
災
事
業
費
の
二
億
四
千
 

百
五
十
九
万
円
が
主
な
も
の
。
 

▼
昭
和
五
十
三
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
（
一
千
八
百
三
十
七
万
八
千
 

円） o
予
算
総
額
（
四
億
五
千
三
十
五
万
八
 

千
円
）
 

※
職
員
の
退
職
勧
奨
に
よ
る
退
職
手
 

当
組
合
負
担
金
と
x
線
ミ
ラ
ー
カ
メ
ラ
 

及
び
回
診
用
x
線
装
置
の
リ
ー
ス
料
が
 

主
な
も
の
。
 

▼
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
改
正
 

o
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
町
民
税
 

に
お
い
て
低
所
得
者
に
対
す
る
所
得
金
 

額
の
基
準
が
十
三
万
円
か
ら
十
五
万
円
 

に
。
法
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
出
資
金
 

額
十
億
円
を
超
え
る
法
人
に
つ
い
て
均
 

つ
 

等
割
の
税
率
の
引
き
上
げ
等
が
改
正
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
印
鑑
条
例
の
制
定
 

o
全
国
の
各
市
町
村
の
印
鑑
登
録
証
明
 

事
務
制
度
の
統
一
化
を
は
か
る
た
め
、
 

自
治
省
か
ら
の
通
達
に
基
づ
い
て
印
鑑
 

条
例
の
全
文
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
 

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
改
正
 

o
国
の
支
給
基
準
の
改
正
に
準
じ
て
退
 

職
報
償
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
名
誉
町
民
の
選
任
 

o
永
年
、
町
職
員
と
し
て
町
政
に
携
わ
 

れ
、
町
発
展
の
た
め
多
く
の
功
績
を
残
 

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
名
誉
町
民
に
選
任
 

す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

〈
該
当
者
〉
 

黒
土
武
夫
（
大
正
7
年
 11 

月
 21 

日
生
）
 

勤
続
年
数
 
三
十
五
年
十
ケ
月
 

山
本
 
親
（
大
正
 13 

年
5
月
 30 

日
生
）
 

勤
続
年
数
 
三
十
二
年
四
ケ
月
 

▼
赤
池
町
監
査
委
員
の
選
任
 

o
現
委
員
太
田
辰
五
郎
氏
の
任
期
が
満
 

了
と
な
る
た
め
、
今
回
新
し
く
松
井
猛
 

氏
を
委
員
に
選
任
す
る
た
め
、
議
会
の
 

同
意
を
得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
 

o
現
委
員
太
田
勝
治
氏
の
任
期
が
満
了
 

と
な
る
た
め
、
同
氏
を
再
選
す
る
た
め
 

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

〔選〕 

▼
田
川
市
外
七
カ
町
村
伝
染
病
院
組
合
 

議
会
の
議
員
の
互
選
 

＠
請
額
は
次
の
と
お
り
 

▼
昭
和
五
十
三
年
産
米
の
政
府
買
入
価
 

格
の
引
上
等
に
関
す
る
請
願
 

▼
元
号
法
制
化
促
進
に
関
す
る
請
願
 

― 人 一 印 で’す 

正しい印鑑で登録をノ 

五
十
三
年
十
 

月
一
日
か
ら
、
 

印
鑑
の
登
録
と
 

証
明
の
方
法
が
 

変
わ
り
ま
す
。
 

最
近
の
社
会
 

情
勢
の
変
化
に
 

伴
な
い
印
鑑
証
 

明
を
必
要
と
す
 

る
こ
と
が
多
く
 

な
っ
て
お
り
ま
 

す。 印
鑑
は
、
あ
 

な
た
の
財
産
や
 

権
利
を
守
る
大
 

切
な
も
の
で
す
。
現
在
で
は
、
お
金
を
 

借
り
る
時
や
、
土
地
、
家
屋
、
自
動
車
 

等
を
買
う
時
は
必
ず
と
い
っ
ー
て
良
い
ほ
 

ど
印
鑑
証
明
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
 

印
鑑
や
印
鑑
証
明
に
か
ら
ん
だ
犯
罪
や
 

事
故
が
全
国
の
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
 

ま
す
。
 

そ
こ
で
、
赤
池
町
で
は
印
鑑
証
明
に
 

ま
つ
わ
る
事
故
防
止
と
正
確
な
証
明
書
 

の
交
付
を
行
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
印
 

鑑
の
登
録
と
証
明
の
制
度
を
改
正
す
る
 

こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

『
主
な
改
正
点
』
 

O
実
印
に
か
わ
り
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
 

発
行
 

③
証
明
は
コ
ピ
ー
 

O
証
明
書
を
申
請
す
る
際
は
、
印
鑑
登
 

録
証
（
手
帳
）
を
持
参
（
代
理
人
で
も
 

委
任
状
が
い
り
ま
せ
ん
。
）
 

『
登
録
で
き
な
い
印
華
 

①
住
民
票
又
は
外
国
人
登
録
原
票
に
記
 

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
以
外
の
文
字
を
使
 

っ
た
も
の
。
 

②
ゴ
ム
印
そ
の
他
印
影
が
変
化
し
や
す
 

い
材
質
の
も
の
。
 

J
 

③
印
影
の
大
き
さ
が
八
．
P
ル
の
正
方
形
 

に
収
ま
る
も
の
、
又
は
ニ
十
五
、
P
ルの 

正
方
形
に
収
ま
ら
な
い
も
の
。
 

④
ふ
ち
の
全
部
又
は
一
部
が
な
い
も
の
。
 

⑤
き
損
、
ま
滅
し
て
い
る
も
の
。
 

⑥
唐
草
模
様
、
龍
紋
、
家
紋
な
ど
を
あ
 

ら
わ
し
た
も
の
。
 

⑦
指
輪
の
印
鑑
。
 

⑧
機
械
彫
り
又
は
流
し
込
み
プ
レ
ス
等
 

に
よ
り
大
量
に
同
一
の
も
の
が
生
産
さ
 

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。
 

こ
の
際
、
不
適
合
印
鑑
は
作
り
か
え
 

ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
登
録
 

替
え
期
間
は
十
分
あ
り
ま
す
。
 

《
登
録
で
き
な
い
印
鑑
の
例
》
 

① の 例 

昭和53年8月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

1
 

猛
暑
の
な
か
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
 

ー

子

供

会

ス

ポ

ー

ツ

大

会

ー

 

三
・
四
区
（
野
）
・
竹
の
子
（
好
）
が
優
勝
 

灼
熱
に
白
球
と
白
蝶
を
追
っ
て
赤
池
 

町
子
供
育
成
連
主
催
の
五
十
「
年
度
、
 

子
供
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
七
月
二
十
三
日
 

（
日
）
、
汗
と
砂
煙
と
三
十
六
度
の
猛
暑
 

の
中
、
赤
池
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
町
 

民
会
館
大
ホ
ー
ル
キ
品
ー
心
に
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
十
五
チ
ー
ム
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＋
 

八
チ
ー
ム
が
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開
 

し
、
男
子
は
三
・
四
区
、
女
子
は
竹
の
 

子
こ
ど
も
会
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
 

な
お
、
優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
は
八
月
 

下
旬
に
行
わ
れ
る
郡
子
供
ス
ポ
ー
ツ
大
 

、
会
に
赤
池
町
を
代
表
し
て
出
場
し
ま
す
 

、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
へ
力
走
ノ
三
区
の
早
川
く
ん
ノ
 

ィ
ー
三
・
四
区
ー
竹
の
子
戦
よ
り
ー
、
 

の
で
、
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
（
男
子
）
】
 

優
勝
 
三
・
四
区
合
同
子
供
会
 

準
優
勝
 
竹
の
子
こ
ど
も
会
（
八
区
）
 

三
位
 
十
九
支
所
子
供
会
 

「
ハ
ド
、
II
ン
ト
ン
の
部
（
女
子
）
】
 

優
勝
 
竹
の
子
こ
ど
も
会
（
八
区
）
 

準
優
勝
 
杉
の
子
こ
ど
も
会
（
十
静
）
 

三
位
 
ォ
リ
オ
ン
子
供
会
（
七
支
所
）
 

炎
の
祭
典
に
 

五
百
人
つ
ど
う
ノ
 

ー

恒

例

の

町

民

営

火

祭

ー

 

タ
や
け
こ
や
け
の
大
合
唱
の
中
、
真
 

赤
な
炎
が
夜
空
を
こ
が
す
、
夏
休
み
を
 

明
日
に
恒
例
の
町
民
営
火
祭
が
七
月
十
 

九
日
（
水
）
午
後
八
時
か
ら
彦
山
川
河
川
 

敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
岩
城
 

辰
美
会
長
）
で
は
、
夏
休
み
を
元
気
で
 

仲
よ
く
過
ご
そ
う
と
、
営
火
祭
を
実
施
 

し
て
今
年
で
第
八
回
を
迎
え
ま
し
た
が
、
 

各
地
区
よ
り
子
供
会
、
育
成
会
、
青
年
 

会
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
、
ダ
ン
ス
、
 

ゲ
ー
ム
等
一
時
間
半
に
わ
た
り
夏
の
夜
 

の
ひ
と
と
き
を
炎
の
祭
典
に
酔
っ
た
。
 

夏
休
み
は
ク
非
行
の
季
節
カ
 

難夢片 規則正しい 

生活を』く嘗縄 

“非行の芽，，は早くつみとろう 

い
よ
い
よ
子
供
た
ち
が
 

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
に
 

入
り
、
毎
日
、
規
則
正
し
 

い
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
す
か
？
《
 

ル
非
行
の
季
節
4

か
ら
子
供
を
守
る
た
 

め
に
は
、
保
護
者
は
子
供
の
よ
き
相
談
 

相
手
と
な
っ
て
、
家
族
全
員
が
話
し
合
 

う
機
会
を
出
来
る
だ
け
多
く
持
ち
、
日
 

ご
ろ
か
ら
相
互
理
解
を
深
め
る
努
カ
が
 

大
切
で
す
。
 

夏
休
み
中
は
、
と
く
に
次
の
点
に
注
 

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〔
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
〕
 

盆
踊
り
や
花
火
大
会
な
ど
夜
間
の
野
 

外
行
事
が
多
く
、
夜
遊
び
の
ク
セ
が
つ
 

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昼
間
は
 

暑
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
活
パ
タ
ー
ン
 

は
ク
夜
型
4

に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
 

よ
う
な
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
夏
休
み
が
 

終
わ
っ
て
も
す
ぐ
に
直
り
に
く
く
、
学
 

校
ぎ
ら
い
や
家
出
に
結
び
つ
き
、
非
行
 

化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

第
一
に
、
子
供
の
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
 

さ
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
家
族
 

全
員
が
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る
 

こ
と
で
す
。
 

〔
生
活
態
度
、
服
装
、
持
ち
物
な
ど
に
 

注
意
す
る
〕
 

海
、
山
で
の
ギ
ャ
ン
プ
や
ド
ラ
イ
ブ
、
 

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
 

ク
豊
富
グ
な
自
由
 

時
間
を
背
景
に
、
新
し
い
仲
間
と
知
り
 

合
う
機
会
が
ふ
え
ま
す
。
 

そ
う
し
た
友
達
と
の
付
き
合
い
を
通
 

し
て
、
仲
間
意
識
か
ら
く
る
カ
も
た
れ
 

合
い
4

の
ほ
か
好
奇
心
も
手
伝
っ
て
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
が
後
 

を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

非
行
の
芽
は
一
刻
も
早
く
つ
み
と
る
 

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
早
 

期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
目
安
を
い
 

く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
 

＠
警
察
の
こ
と
を
「
サ
ツ
」
と
い
っ
 

た
り
、
周
囲
に
は
分
か
り
に
く
い
隠
語
 

を
使
う
こ
と
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
言
 

葉
づ
か
い
が
乱
暴
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
 

⑥
家
の
人
に
行
き
先
を
言
わ
ず
に
外
 

出
し
た
り
、
帰
宅
時
刻
が
不
規
則
に
遅
 

く
な
っ
た
り
し
な
い
か
。
 

＠
以
前
と
比
べ
て
金
遣
い
が
荒
く
な
 

っ
た
り
、
使
い
道
を
言
わ
ず
に
小
遣
い
 

を
せ
び
っ
た
り
し
な
い
か
。
 

⑥
服
装
や
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
必
要
以
 

上
に
気
に
し
た
り
、
着
方
が
く
ず
れ
て
 

い
な
い
か
。
 

W末
 

甲A 

業
 

業
 

業
 

峯
 

業
 

☆
 

和
名
 
葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
故
に
葉
 

落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
嫡
ン
タ
m
) 

第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る
 

水
の
日
 

3
日
（
木
）
 

学
制
発
布
記
念
日
 

6
日
（
日
）
広
島
原
爆
記
念
日
 

7
日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

鼻
の
日
・
土
用
の
丑
 

8
日
（
火
）
 

立
秋
 

9
日
（
水
）
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

10 

日
（
木
）
 

タ
ク
シ
ー
 

初
め
て
走
る
（
唾
）
 

12 

日
（
土
）
徴
兵
令
発
布
（
噌
）
 

15 

日
（
火
）
終
戦
記
念
日
 

月
お
く
れ
盆
 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
ン
タ
m
) 

20 

日
（
日
）
 

家
庭
の
日
 

23 

日
（
水
）
 

処
暑
 

27 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

28 

日
（
月
）
 

民
間
初
の
日
本
テ
レ
ビ
、
 

本
放
送
開
始
（
曙
）
 

31 

日
（
木
）
夏
休
み
終
了
・
王
選
手
七
 

百
五
十
五
号
（
畷
）
 

▽
苦
難
中
ま
た
無
限
の
楽
あ
り
△
 

▽
大
木
の
下
に
小
木
育
つ
△
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(5) 第187号 昭和53年8月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第187号 昭和53年8月1日 し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
【
 

）轟
 

舞
 
さ
 
町
の
推
』
 

斎
綴
）
響
驚
、
西
せ
准
一
 

‘。喜・麟茎w
・
x
，
 

よ
り
県
）
 

青
年
の
船
の
団
員
と
し
て
訪
中
。
 

赤
池
町
立
病
院
勤
務
、
貴
船
に
在
 

住
。
青
年
バ
レ
ー
部
員
、
 
24 

歳。 

《 

l
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
し
 

友好の乾杯をどうぞ 
去
る
六
月
七
日
よ
り
日
中
友
好
福
岡
 

県
青
年
の
船
の
団
員
と
し
て
、
二
週
間
 

の
中
国
訪
間
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
青
年
の
船
の
目
的
は
、
一
つ
は
 

中
国
の
実
情
を
見
学
し
、
中
国
青
年
と
 

の
交
歓
に
よ
っ
て
、
相
互
の
理
解
と
信
 

頼
を
深
め
、
日
中
友
好
親
善
に
役
立
つ
 

こ
と
。
も
う
ー
つ
は
研
修
や
団
体
生
活
 

を
通
じ
て
、
連
帯
意
識
を
深
め
、
国
際
 

視
野
を
広
め
、
郷
土
発
展
に
努
力
す
る
 

心
構
え
豊
奪
っ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
県
内
の
青
年
団
 

体
の
推
せ
ん
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
 

〈
ー
ー
e

筆
者
の
紹
介
d
i
j
 

一
電
麟
欝
ぎ
ん
七
」
ニ
 

十八支所が初優勝 
第2回町民バドミントン大会 

2 位ニ十四、3位四支所 

第
ニ
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
 

七
月
九
日
、
町
民
会
館
に
四
、
七
、
八
、
 

十
、
十
四
A
、
同
B
、
十
五
、
十
六
、
 

十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
 

ニ
十
二
、
二
十
四
、
県
営
伏
原
の
精
鋭
 

16 

チ
ー
ム
を
あ
つ
め
、
盛
大
に
挙
行
さ
 

れ
た
。
 

試
合
は
ま
ず
小
学
生
か
ら
は
じ
ま
り
、
 

中
学
生
、
婦
人
、
壮
年
、
青
年
と
つ
づ
 

く
ダ
ブ
ル
ス
戦
。
4

パ
ー
ト
に
別
れ
リ
 

ン
グ
リ
ー
グ
、
2
勝
し
た
チ
ー
ム
が
決
 

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
す
る
方
式
で
、
 

始
終
白
熱
の
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
 

が
、
僅
か
な
勝
機
を
つ
か
ん
だ
十
八
支
 

所
が
、
初
の
町
長
杯
を
獲
得
し
た
。
 

こ
の
日
の
戦
績
は
次
の
と
お
り
。
 

【
優
勝
戦
】
 

十
八
支
所
3
1
2
二
十
四
支
所
 

フ
位
決
定
戦
】
 

県青年の船訪中記 

熱烈歓迎ノ 中国訪間中、熱烈歓迎 

革命委員会主催のレセプションで、革 

命委員に敬意を表する筆者 

私
の
場
合
、
青
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
 

っ
て
、
赤
池
町
の
推
せ
ん
に
よ
る
も
の
 

で
し
た
。
 

出
発
前
の
最
初
 

の
事
前
研
修
で
ク
 

ラ
ブ
を
決
め
る
と
 

き
、
私
は
た
め
ら
 

う
こ
と
な
く
、
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
に
し
ま
し
た
。
私
に
は
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
し
か
で
き
な
い
し
、
そ
れ
 

に
う
ま
く
い
け
ば
中
国
と
の
国
際
試
合
 

（
少
し
大
袈
裟
か
な
）
が
で
き
る
か
も
 

知
れ
な
い
、
と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
か
 

ら
で
す
。
 

出
発
に
あ
た
っ
て
は
、
町
長
は
じ
め
 

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
ま
で
顔
を
そ
ろ
え
 

た
盛
大
な
壮
行
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
中
国
の
訪
問
地
は
、
旅
大
、
溶
 

陽、J

北
京
の
三
市
で
し
た
が
、
第
二
の
 

訪
間
地
溶
陽
で
「
日
中
友
好
ス
ポ
ー
ツ
 

交
歓
会
」
 
が
開
か
れ
、
期
待
通
n
占
国
際
 

試
合
に
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
 

。
 

、ノJ 

/
 

、 

熱戦に涌く大ホール（16支所一18支所から） 

四
支
所
 
3
1
2
 

十
五
支
所
 

な
お
、
こ
の
大
会
の
い
っ
さ
い
の
お
 

世
話
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
担
当
し
た
。
 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

「
浮
ム
実
力
は
互
角
コ
 

F
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
長
 
大
村
 
寛
L
 

●

 

二
回
目
を
迎
え
た
A
フ
大
会
 

■
執
．
 

は
、
前
回
を
6
上
廻
る
 16 

チ
 

興
「
．
 

ー
ム
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
 

！

 

各
チ
ー
ム
と
も
新
設
さ
れ
 

た
町
長
杯
を
め
ぐ
っ
て
、
練
習
の
段
階
 

か
ら
あ
れ
こ
れ
作
戦
を
め
ぐ
ら
し
、
オ
 

ー
プ
ン
戦
を
通
し
て
相
手
の
戦
力
を
探
 

る
の
に
汗
だ
く
の
よ
う
で
し
た
。
 

小
学
生
の
ペ
ア
は
、
各
支
所
と
も
頭
 

痛
の
タ
ネ
の
様
子
。
中
学
生
は
男
女
差
 

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
点
差
の
接
近
し
た
 

好
ゲ
ー
ム
が
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
 

れ
ま
し
た
。
 

交
歓
会
で
は
、
入
場
式
の
あ
と
中
国
 

選
手
と
「
祢
好
廿
ニ
イ
ハ
オ
』
 

『
こ
ん
 

に
ち
は
』
と
握
手
を
し
て
バ
ッ
ジ
を
交
 

換
し
ま
し
た
。
そ
の
時
驚
い
た
の
は
、
 

中
国
選
手
が
み
ん
な
身
長
が
高
く
、
握
 

手
し
た
手
が
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
私
 

た
ち
と
は
大
人
と
子
ど
も
と
い
う
感
じ
 

で
し
た
。
競
技
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

か
ら
は
じ
ま
り
、
次
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

で
、
ま
ず
男
子
の
対
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
 

結
果
は
、
中
国
チ
ー
ム
が
か
な
り
手
加
 

減
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
日
本
チ
ー
 

ム
の
敗
け
で
し
た
。
 

男
子
の
あ
と
女
子
の
競
技
に
な
り
、
 

な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
 

も
ー
つ
と
て
も
気
を
よ
く
し
た
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ネ
ッ
ト
す
れ
す
れ
、
 

ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
の
サ
ー
ブ
を
打
つ
こ
 

と
が
で
き
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
を
と
 

っ
た
こ
と
で
す
。
次
の
サ
ー
ブ
は
カ
を
 

入
れ
す
ぎ
て
ネ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
け
、
さ
 

っ
き
の
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
は
ま
ぐ
れ
、
 

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
に
は
何
と
な
 

く
自
信
の
よ
う
な
も
の
が
わ
い
て
き
た
 

こ
と
で
す
。
 

試
合
の
あ
と
、
中
国
の
選
手
と
話
す
 

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
と
チ
 

ー
ム
を
組
ん
だ
中
国
女
性
は
、
み
ん
な
 

一
八
〇
セ
ン
チ
前
後
の
長
身
な
が
ら
十
 

六
ー
十
七
歳
の
お
さ
 

溶 
陽 
市 
で 
ノミ 

レ 
1 
ボ 
1 

ノレ 

西 頼子

日
中
混
合
チ
ー
ム
の
六
人
制
で
行
わ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六
人
制
は
私
 

に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
勝
手
が
違
 

い
レ
シ
ー
ブ
が
セ
ン
タ
ー
に
い
か
な
か
 

っ
た
り
、
ト
ス
が
う
ま
く
上
ら
な
か
っ
 

た
り
、
ア
タ
ッ
ク
を
見
事
に
カ
ラ
振
り
 

す
る
な
ど
、
会
場
を
爆
笑
さ
せ
る
珍
試
 

合
に
な
り
ま
し
た
。
 

私
た
ち
は
手
ぶ
り
、
身
ぶ
り
で
互
い
 

に
意
見
を
通
じ
合
い
、
 
ど
う
に
か
調
子
 

が
出
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
時
す
で
 

に
お
そ
く
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
 

私
た
ち
の
チ
ー
ム
が
敗
け
た
の
は
、
 

多
分
私
が
メ
ン
バ
ー
に
い
た
か
ら
で
は
 

十
五
支
所
2

（
加
ロ
「
）
0
十
ニ
支
所
 

失
 
0
2
2
0
0
0
1
0
0
0
 

サ
 
3
0
3
0
7
0
0
0
2
0
 

得
 
2
 10 

5
0
0
0
0
0
0
0
 

所
 
関
川
笹
田
園
吉
掛
居
困
野
 

支
 
谷
 

谷
 

谷
 

15 

亀
早
小
吉
亀
元
藤
向
亀
小
 

12支所 得サ失 

0ohJ
'10
一
o
h
J
n
乙
0
0
 

17 15 5 10 

●IO
】
1
0
0
0
0
0
0
0
o
 

n乙 

1
一4
《n
'
0
0
0
0
0
0
0
0
 
"' 

N
 

"
 

藤
原
川
田
田
村
川
野
中
島
居
 

谷
 

谷
 

計
 

佐
居
長
藤
池
木
長
蒋
田
仲
土
 

げ
髪
の
可
愛
い
高
校
 

生
で
し
た
。
 

私
が
 
「
バ
レ
ー
は
 

好
き
で
す
か
、
と
て
 

も
お
上
手
で
す
」
と
 

話
し
か
け
る
と
、
「
と
て
も
好
き
で
す
。
 

で
も
、
ま
だ
ま
だ
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
国
選
 

手
の
服
装
は
上
下
の
ジ
ャ
ー
ジ
で
し
た
 

一
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

『
“
▼
今
年
の
町
民
体
育
祭
は
 

空
前
の
大
盛
況
▲
 

▼
二
年
流
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
 

の
 
ー
が
一
挙
に
噴
出
し
た
と
 

み
る
か
▲
 

▼
企
画
が
素
晴
し
く
、
町
民
に
ア
ッ
 

ピ
ー
ル
し
た
と
み
る
か
▲
 

▼
そ
れ
と
も
・
 

▲
 

I
'
 

が
決
し
て
上
等
で
は
な
く
、
小
学
校
の
 

体
育
館
も
近
代
的
な
設
備
が
整
っ
た
も
 

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
 

も
そ
の
中
で
生
き
生
き
と
一
生
懸
命
に
 

や
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
 

私
は
「
見
習
わ
な
け
れ
ば
」
と
思
い
 

赤
池
の
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
 

私
た
ち
の
チ
ー
ム
も
み
な
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
が
好
き
で
、
最
初
は
郡
の
体
育
大
会
 

の
時
だ
け
に
集
ま
る
即
席
チ
ー
ム
で
し
 

た
が
、
日
頃
も
練
習
し
よ
う
と
発
足
し
 

た
も
の
で
す
。
そ
し
て
三
年
目
を
迎
え
 

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
青
年
を
 

見
て
ま
だ
ま
だ
努
力
が
た
り
な
い
な
あ
 

と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

私
は
中
国
を
訪
間
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
を
や
っ
て
よ
か
う
た
と
思
い
ま
し
 

た
。
そ
し
て
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
大
切
 

に
生
か
し
て
い
か
な
く
て
は
、
と
思
う
 

と
同
時
に
、
私
た
ち
の
小
さ
な
チ
ー
ム
 

の
連
帯
の
輪
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
赤
 

池
町
全
体
の
青
年
に
広
げ
る
こ
と
が
で
 

き
た
ら
、
と
夢
み
た
い
な
こ
と
を
考
え
 

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
夢
を
大
切
に
 

育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
こ
の
へ
ん
、
し
か
と
つ
か
ん
で
お
 

か
な
い
と
、
来
年
は
柳
の
下
の
ド
ジ
 

ョ
ウ
に
な
り
は
し
な
い
か
▲
 

▼
さ
て
次
は
郡
民
体
育
大
会
、
そ
れ
 

に
し
て
も
「
郡
民
」
と
は
古
色
蒼
然
 

た
る
意
識
▲
 

▼
近
代
化
ば
や
リ
の
今
日
こ
の
頃
、
 

何
と
が
な
ら
ぬ
か
▲
 

1
→
ー
“
「
」
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川
田
石
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園
 
原
田
月
 

度
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柴
口
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西
 
福
寺
木
 

nJn
ノ
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に
u
o
4
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乙
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0
。乙 
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」
0
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上一 

つ
‘
・
1
0
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0
0
o
n
乙
0
。乙 

勾
 

旬
前
 

原
川
原
野
林
野
川
川
中
 

谷
 

谷
谷
 

久
長
梶
平
高
桑
長
長
田
 

251722 計
 

計 141018 

十
、
十
五
支
所
が
2
勝
 

経
贈
繊
 

マ

マ

さ

ん

パ

レ

ー

リ

ー

ク

戦

 
七
月
も
2
試
合
が
行
 

暑
く
る
し
い
夏
の
夜
、
マ
マ
さ
ん
バ
 

レ
ー
は
頑
張
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
 

三
『
三
三
三
三
三
」
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
」
 

ま
し
た
。
つ
づ
く
婦
人
の
ペ
ア
は
、
熱
 

戦
の
コ
ー
ト
内
よ
り
応
援
合
戦
の
方
が
 

圧
巻
。
 

『
マ
マ
、
ォ
シ
ッ
コ
ノ
』
 

又フ 

頃
い
う
て
ん
、
つ
ま
る
も
ん
か
ノ
』
。
 

長
 

部
 

ふ
け
た
な
ァ
』
。
主
月
土
 

軽
快
な
ス
ピ
ー
ド
で
？
 

醍
醐
味
を
満
喫
さ
せ
「
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
ー
 

の
方
法
は
あ
り
ま
せ
？
 

め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ノ
 「

‘
・
友
好
第
一
。
 

大
『
ア
ン
タ
J
 

十
組
は
さ
す
が
。
 

（
ド
ミ
ン
ト
ン
（
 

、
く
れ
ま
し
た
。
 

林
習
以
外
に
上
」
 

ん
。
十
二
月
大
入
 

、
だ
さ
い
。
 

も
 

v 
住
 

一云 

審
判
も
思
わ
 

ず
タ
イ
ム
。
 

。ー 

壮
年
組
は
 

村
‘
い
．
ー
『
？
』
 

わ
れ
た
。
 

（
ニ
十
五
日
対
戦
分
ま
で
）
 

本
紙
の
個
人
記
録
に
挑
戦
し
て
、
カ
 

い
っ
ぱ
い
躍
動
す
る
選
手
の
顔
に
、
ほ
 

と
ば
し
る
汗
、
汗
、
汗
 

こ
こ
か
ら
 

『
健
康
』
 

『
和
』
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
 

植
木
に
勝
ち
筑
穂
に
敗
る
 

筑
豊
地
区
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
 

七
月
二
十
三
日
、
直
方
市
植
木
中
学
 

で
行
わ
れ
た
筑
豊
地
区
家
庭
婦
人
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
仲
島
部
長
以
下
、
 

工
藤
、
小
笹
、
木
月
、
香
月
、
吉
田
、
 

川
村
、
河
本
、
亀
谷
貞
、
早
川
、
太
田
、
 

西
園
、
舌
間
の
各
選
手
が
出
場
、
猛
暑
 

の
中
で
健
闘
し
た
。
こ
の
日
の
結
果
は
 

次
の
と
お
り
。
 

赤
池
 

赤
池
 

nノ
〕
1
0
 

一

 

ー

。

。

 

植
木
 

筑
穂
 

・

γ

・

γ

・

γ

 

ま
た
フ
ァ
 

、II
リ

ー

ズ

 

優
勝
 

連
盟
野
 

球
の
七
月
大
会
が
二
、
九
、
十
六
日
の
 

三
日
間
、
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
 14 

チ
ー
 

ム
を
あ
つ
め
て
行
わ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

ズ
（
十
支
所
）
が
先
月
に
続
い
て
ニ
連
勝
。
 

【
優
勝
戦
】
 

オ
リ
バ
ー
ズ
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
3
0
2
1
0
o
x

一6 

0
o
n
>
0
4
0
0
 

3
0
2
1
0
O
X
 一 

」
 

▽
勝
廿
緒
方
▽
負
n
池
田
 

▽
本
n
日
 

野
2
、
伊
藤
（
フ
）
、
佐
藤
（
ォ
）
 

＋・γ・γ・γ・γ 

七
月
二
十
一
一
 

誠
心
館
剣
士
敗
る
 
日
、
福
岡
市
で
 

行
わ
れ
た
玉
竜
旗
争
奪
大
会
に
、
体
協
 

剣
道
部
少
年
剣
士
十
一
名
が
出
場
、
団
 

体
、
個
人
戦
に
県
内
の
強
豪
と
対
戦
し
 

た
が
武
運
つ
た
な
く
緒
戦
で
敗
退
し
た
。
 

選
手
は
、
太
田
、
中
野
、
長
谷
川
、
田
 

中
、
柴
田
（
小
学
生
）
、
近
藤
、
佐
藤
、
 

結
城
、
有
吉
、
立
花
（
中
学
生
）
、
女
 

子
個
人
戦
に
中
野
亜
子
、
平
野
真
弓
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

六
月
一
一
＋
 

バ
レ
ー
部
の
役
員
会
 
七
日
役
員
会
 

を
開
催
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
郡
 

体
の
取
り
組
み
、
七
月
リ
ー
グ
戦
等
に
 

つ
い
て
協
議
。
バ
レ
ー
教
室
に
つ
い
て
 

は
、
新
し
い
指
導
体
制
で
の
ぞ
み
た
い
 

な
ど
、
論
議
が
百
出
し
た
。
 

ニ
＋
日
n
田
川
郡
民
体
育
大
会
（
方
城
）
 

ニ
＋
七
日
H
空
手
演
武
会
（
町
民
会
館
）
 


